
　　　　

2024 年 12 月 20 日

9 時 30 分から 16 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

送迎実施の有無

法人（事業所）理念 All For Kids & Families ～すべては子どもたちと家族のために～

事業所名 こども発達教育スクール「おへそこども学園」 作成日支援プログラム

主な行事等

●子どもも大人も楽しめるグループ行事
おへそグループでは、四季を通じて様々な楽しい催しを企画しています。
子どもたちだけでなく、保護者のみなさん、関わるみなさんが笑顔になる楽しいイベントが盛りだくさんです。

入園進級イベント｢おへそにおいでよ」
合宿
ハロウィン仮装パレード
生活発表会
田植え・稲刈り
スポーツフェスタ
バルーン遠足
空手大会・昇級審査
夏祭り
収穫歳「ごはん屋おへそ」
アート展

（別添資料１）

家族支援

地域支援・地域連携

支　援　内　容

食育（味噌汁づくり「ごはんやおへそ」）
生活習慣プロジェクト
クッキングやお弁当の日などでの調理体験
着換えの自立（衣服の着脱・脱いだ衣服を畳む）
偏食改善
排泄の自立
掃除の仕方（雑巾の絞り方・掃き掃除など）
余暇の過ごし方
夏季のプールで水に慣れる
防災、避難訓練

空手道による運動・動作の向上
体育講師による粗大運動
森のようちえん
運筆・ハサミ・箸の持ち方などの微細運動
夏季のプールで水に慣れる
リトミック
ジーニアスアート
野外活動

本

人

支

援

数・文字・図形の読み書き（年長児：絵日記）
絵本の読み聞かせ
絵・文字カードによるスケジュール提示
K-ABCⅡ発達知能検査実施（主に年長児）
就学前準備プログラム
ABA（応用行動分析学）を基にした個別学習
ジー

文字の読み書き（年長児：絵日記）
絵本の読み聞かせ
絵・文字カードや
言語コミュニケーションでの語彙獲得
小集団による協同活動
隣接する保育園・こども園の園児との交流
言語聴覚士との連携
ソーシャルスキルカ

小集団による協同遊び
隣接する保育園・こども園の園児との交流
あこがれ保（年長児の年下児との交流）
公共ルール・マナーの理解
（交通ルール・食事・身だしなみ等）
国際理解教育
ハロウィンパレード
インターナショナルバルーンフェスタ遠足
生活発表会
おへそ合宿（年長児１泊２日）
アート展

支援方針

児童発達支援事業所の目的を全するとともに、発達の遅れや偏りのある子どもたちの「個」の成長を支援しながら、隣接したこども園・保育園・学童や、地域社会への参加・包容（インクルージョン）を推進し、
「集団」の中で、子ども相互の関係や協同的な活動が促される場所です。子どもたちの支援と共に、ご家族が安心して子育てができるよう療育方法の提案や、心理的ケアのサポートを行います。

当園では、幼児心理学やABA（応用行動分析学）の考え方を利用しながら、
｢生活」と「遊び」をベースにした子どもらしい園生活の中で、そっと温かくサポートするような支援を大切にしています。

 【支援の大切な7つのポイント】
１，子どもと職員との信頼関係を大切にします
２，子どもたちの困り感と、ご家族の願いの両方を「子どもたちの成長目標」とします
３，スモールステップを大切にします
４，「ほめる」を心掛け、子どもたちの自己肯定感を高めます
５，できない課題には手助け（プロンプト）を活用します
６，繰り返し、記憶や行動を定着していきます
７，成功体験で終わりにします
８，連携しながら、計画的に支援を進めます

営業時間

職員の質の向上移行支援

●おへそグループの保育施設と園庭を共有し、一体的な統合保育を実施。
個別と集団の教育・保育・療育の環境をバランスよく体験することができま
す。おへそグループと一体的な運営で、他施設にはない豊富な交流やイベント
も魅力のひとつです。

●定期的に外部講師の研修を実施
●内部研修毎週実施

●連絡帳を通じた
双方向のコミュニケーション
連絡帳は日々の様子を伝えるだけではなく、親御さんのお悩みや不安等を伝えていただくコミュニケーションツールです。お困りのことがあれば解決に向けてサポートいたします。

●ご家族との面談
ご家族との面談
２か月に１度、お子さんの状況をお伝えしながら、保護者様のご意向・ご意見を伺い、じっくり話し合い、支援計画に反映していきます。

●交流会やペアレンタルトレーニングなどの開催
交流会やペアレント
トレーニングなどの開催
ご家族と職員との交流会を開いたり、子どもへの適切なアプローチを学ぶ、ペアレントトレーニング「oheso cafe studio」を定期的に開催。共に学び合いながら、子どもも大人も幸せに過ごせる場所を目指しま
す。

●様々な分野の専門家と連携
子どもたちの力をのばすために、おへそ独自の保育に加えて、外部の専門家とも連携。楽しみながら力をつけていけるよう取り組んでいます。

発達支援ツール・教育プログラム【LITALICO】
全国で児童発達支援施設を約100教室を運営するLITALICO（リタリコ）と連携し、発達障害児支援の専門家である井上雅彦教授（鳥取大学大学院）、田中康雄医師（北海道大学名誉教授）により監修された支援
ツール、教育プログラム、研修等を取り入れ、支援の質の向上に努めています。

アートで豊かな表現力を育てる【GENIUS】
おへその特徴である「空手」「国際理解」「哲学対話」の他に、おへそこども学園では特にアート教育に力を入れ、子どもたちの豊かな表現力を育てています。

アートを通じて「違うことこそが素晴らしいこと」「正しい答えは一つではないこと」を知り、自分と周りとの「違いを認める力」そして「違いを楽しむ力」へとつながっていくと考えます。アート教育のプログ
ラムは、佐賀市内でアート活動を行う「Genius（シー゙ニアス）」（就労継続支援B型事業所 株式会社すみなす）と連携し、企画しています。

ことばや心の発達を支援する【ことばと発達相談室 すぷーん】
子どもの言葉の発達で見えているのは、ほんの一部分。その子の潜在的な力をすくい上げ、それを活かして育てていく。そんな方針をお持ちの言語聴覚士の橋本先生と、定期的な職員研修や事例会議を行い、日々
職員の専門性を高めながら、子どもたちの心理・言語発達をサポートしています。


